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令和３年９月清須市議会定例会会議録 

 

 令和３年９月２４日、令和３年９月清須市議会定例会は清須市役所議事堂に招集された。 

１．開会時間 

   午前 ９時３０分 

 

２．出席議員 

   １番  松 岡 繁 知         ２番  山 内 徳 彦 

   ３番  冨 田 雄 二         ４番  下堂薗   稔 

   ５番  浅 野 富 典         ６番  松 川 秀 康 

   ７番  大 塚 祥 之         ８番  小 﨑 進 一 

   ９番  飛 永 勝 次        １０番  野々部   享 

  １１番  岡 山 克 彦        １２番  林   真 子 

  １３番  加 藤 光 則        １４番  高 橋 哲 生 

  １５番  八 木 勝 之        １６番  伊 藤 嘉 起 

  １７番  岸 本 洋 美        １８番  久 野   茂 

  １９番  白 井   章        ２０番  浅 井 泰 三 

  ２１番  成 田 義 之        ２２番  天 野 武 藏 

計  ２２名 

 

３．欠席議員 

な      し 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により会議事件説明のために出席した者は次のとおりである。 

市 長  永 田 純 夫 

副 市 長  葛 谷 賢 二 

教 育 長  齊 藤 孝 法 

企 画 部 長  河 口 直 彦 

総 務 部 長  岩 田 喜 一 
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危 機 管 理 部 長  丹 羽 久 登 

市 民 環 境 部 長  石 田  隆 

健 康 福 祉 部 長 兼 
企画部新型コロナウイルス 
ワ ク チ ン 接 種 対 策 監 

  
加 藤 久 喜 

建 設 部 長  永 渕 貴 徳 

会 計 管 理 者  吉 田  敬 

教 育 部 長  加 藤 秀 樹 

監 査 委 員 事 務 局 長  三 輪 晃 司 

企画部次長兼人事秘書課長  石 黒 直 人 

企画部次長兼企画政策課長  後 藤 邦 夫 

総務部次長兼財産管理課長  飯 田 英 晴 

総 務 部 次 長 兼 収 納 課 長  三 輪 好 邦 

建 設 部 次 長 兼 土 木 課 長  松 村 和 浩 

建設部次長兼都市計画課長  長 谷 川  久  高 

建 設 部 参 事  大 橋 秀 一 

建 設 部 参 事  兼 松 俊 彦 

企 業 誘 致 課 長  沢 田  茂 

総 務 課 長  楢  本  雄  介 

財 政 課 長  服 部 浩 之 

税 務 課 長  渡  辺  由 利 子 

危 機 管 理 課 長  舟 橋 監 司 

市 民 課 長  伊 藤 嘉 規 

保 険 年 金 課 長  篠 田 敬 幸 

生 活 環 境 課 長  所  邦 治 

産 業 課 長  梶 浦 庄 治 

西枇杷島市民サービスセンター所長  北 神 聖 久 

清洲市民サービスセンター所長  葛 山  悟 

春日市民サービスセンター所長  日 比 野  鋭  治 

社 会 福 祉 課 長  鈴 木 許 行 



－211－ 

高 齢 福 祉 課 長  古  川  伊 都 子 

子 育 て 支 援 課 長  藏 城 浩 司 

健 康 推 進 課 長 兼 
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 
ワ ク チ ン 接 種 対 策 室 長 

  
寺 社 下  葉  子 

新清洲駅周辺まちづくり課長  前 田 敬 春 

会 計 課 長  平 野 嘉 也 

学 校 教 育 課 長  吉 野 厚 之 

生 涯 学 習 課 長  辻  清 岳 

ス ポ ー ツ 課 長  浅 野 英 樹 

学校給食センター管理事務所長  吉 田  剛 

監 査 課 長  木 全 信 行 

 

５．本会議に職務のために出席した者の職、氏名 

議 会 事 務 局 長  栗  本  和  宜 

議 事 調 査 課 長  髙 山  敬 

議 事 調 査 課 係 長  鈴  木  栄  治 

 

６．会議事件は次のとおりである。 

  日程第 １ 認定第 １号 令和２年度清須市一般会計決算認定について 

  日程第 ２ 認定第 ２号 令和２年度清須市国民健康保険特別会計決算認定について 

  日程第 ３ 認定第 ３号 令和２年度清須市介護保険特別会計決算認定について 

  日程第 ４ 認定第 ４号 令和２年度清須市後期高齢者医療特別会計決算認定について 

  日程第 ５ 認定第 ５号 令和２年度清須市水道事業決算認定について 

  日程第 ６ 認定第 ６号 令和２年度清須市下水道事業決算認定について 

  日程第 ７ 議案第３７号 清須市個人情報保護条例及び清須市行政手続における特定の個 

               人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番 

               号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す 

               る条例案 

  日程第 ８ 議案第３８号 清須市税条例の一部を改正する条例案 
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  日程第 ９ 議案第３９号 清須市子ども医療費支給条例の一部を改正する条例案 

  日程第１０ 議案第４０号 令和２年度清須市水道事業未処分利益剰余金の処分について 

  日程第１１ 議案第４１号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第６号）案 

  日程第１２ 議案第４２号 令和３年度清須市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）案 

  日程第１３ 議案第４３号 令和３年度清須市介護保険特別会計補正予算（第１号）案 

  日程第１４ 議案第４４号 令和３年度清須市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

               案 

  日程第１５ 発議第 １号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅 

               持及び拡充を求める意見書（案） 

  追加日程第１ 議案第４５号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第７号）案 

  追加日程第２ 発議第 ２号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求 

               める意見書（案） 

  追加日程第３ 発議第 ３号 清須市議会会議規則の一部を改正する規則案 

  追加日程第４ 常任委員会の閉会中の継続審査申出書 

  追加日程第５ 議会運営委員会の閉会中の継続審査申出書 

 

（ 傍聴者 なし ） 
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（ 時に午前 ９時３０分 開会 ） 

議  長（八木 勝之君） 

 おはようございます。 

 令和３年９月清須市議会定例会を再開いたします。 

 ただいまの出席議員は、２１名でございます。 

 伊藤議員におかれましては、少し遅れるとの連絡をいただいております。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 お諮りいたします。 

 当局から、議案第４５号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第７号）案が提出されており

ます。 

 この議案については、市長より提案説明を受けた後、職員より詳細説明を受け、委員会付託を

省略し、質疑、討論の後、採決を行いたいと思います。 

 また、久野議員より、発議第２号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実

を求める意見書（案）、下堂薗議員より、発議第３号 清須市議会会議規則の一部を改正する規

則案がそれぞれ提出されております。 

 この発議２案件につきましては、提出議員より提案理由及び内容の説明を受け、委員会付託を

省略し、質疑、討論の後、採決を行いたいと思います。 

 また、各常任委員会の委員長から常任委員会の閉会中の継続審査申出書、また議会運営委員会

委員長から議会運営委員会の閉会中の継続審査申出書がそれぞれ提出されております。 

 これらの案件を日程に追加いたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 異議なしと認め、日程に追加いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 

 日程第１から日程第１５までの案件については、９月６日の本会議において各常任委員会に審

査を付託し、十分御審議いただいたと思いますので、各常任委員会の委員長より、開催の順序に

従い審査の内容と結果について報告を求めます。報告は発言席でお願いいたします。 

 最初に、８日及び９日に開催されました建設文教委員会の報告を冨田委員長より求めます。 
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 冨田委員長。 

＜ 建設文教委員会委員長（冨田 雄二君）登壇 ＞ 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 皆さん、おはようございます。 

 議席３番、建設文教常任委員長、冨田雄二でございます。 

 令和３年９月定例会に上程されました議案のうち当建設文教常任委員会に付託されました案件

につきましては、去る９月８日及び９月９日の両日午前９時３０分から委員会を開催し、委員全

員出席のもと、慎重に審議を行いました。これより、その審議の主な内容と結果について御報告

申し上げます。 

 それでは、認定第１号 令和２年度清須市一般会計決算認定の所管分について御報告申し上げ

ます。 

 当局より決算書の朗読説明がなされた後、質疑に入りました。 

 歳入では、土木費県補助金について、委員より、「道路管理費補助金について、収入未済の理

由は」との質問があり、当局は、「地籍調査の補助金であり、事業を繰り越したためです」との

答弁でありました。 

 教育費県補助金について、委員より、「スクールサポートスタッフは何名で、その仕事内容は」

との質問があり、当局は、「各学校１名の配置で、コロナ対策として、教室の換気や清掃及び消

毒作業等を中心に従事しました」との答弁でありました。 

 雑入について、委員より「学校給食費における未納分の徴収についてどのような対策を取って

いるのか」との質問があり、当局は、「在校生の保護者には年２回納付勧告書を交付するととも

に、児童手当からの支払いに関する同意書の提出をお願いしています。また、卒業生の保護者に

は、納付勧告書の交付、納付催告書の交付、面談・電話による納付勧奨、簡易裁判所への支払督

促の申立てを段階的に行っています」との答弁でありました。 

 歳出では、道路橋梁費について、委員より、「道路ストック点検費が前年度と比べ多くなって

いる理由と進捗率は」との質問があり、当局は、「前年度は１８キロの道路点検を実施したのに

対し、令和２年度は２４キロの点検を実施したためです。また、進捗率は約６５．２％です」と

の答弁でありました。 

 委員より、「市が維持管理している橋梁は何橋ありますか。また、令和２年度は何橋を点検し

ましたか」との質問があり、当局は、「橋梁は６１橋で、点検数については新川小橋を含む
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１４橋の点検を行いました」との答弁でありました。 

 河川費について、委員より、「五条川ふるさとの川管理費の内容は」との質問があり、当局は、

「清洲城や清洲公園周辺の緑地・樹木管理と清洲中学校の両側堤防の除草業務等です」との答弁

でありました。 

 都市計画費について、委員より、「民間木造住宅耐震診断の補助を利用された方のうち、実際

に改修や除却を行った件数が少ないが、診断された方のその後の追跡調査などは実施しているの

か」との質問があり、当局は、「追跡調査はしておりません。診断をされた方に対し、今後、意

向調査を実施します」との答弁でありました。 

 委員より、「空家対策について、木造密集地域などを重点的に対策する必要があると考えるが、

何か方策はあるか」との質問があり、当局は、「密集市街地内の危険な空家等の対策について、

現在、計画策定に向けた事前調査を実施中で、今後、計画策定につなげていきたいと考えており

ます」との答弁でありました。 

 委員より、「土地区画整理費について、繰越明許費が支出の４５％ぐらいあるが、経緯・内容

は」との質問があり、当局は、「委託料の繰越しは地権者交渉等に不測の日数を要したこと、ま

た補償費は地権者の事情によるものです」との答弁でありました。 

 委員より、「公共下水道費について、ＡＥＤ購入は新規か買換えなのか、また緊急時に使用で

きるよう施設の外に設置してあるのか」との質問があり、当局は、「ＡＥＤは買換えです。緊急

時の使用については、他の施設の利用実態を含め検討します」との答弁でありました。 

 委員より、「公園の広場に雑草が繁茂して利用しづらいとの声を聞くが、どのような対応をし

ているか」との質問があり、当局は、「公園の除草清掃については、シルバー人材センターもし

くは地元の自治会に委託して自治会との協議をいたします」との答弁でありました。 

 教育総務費について、委員より、「オンライン学習について、現在の状況と今後の方向性は」

との質問があり、当局は、「２学期が始まってすぐに全ての学校においてタブレット端末を自宅

に持ち帰り、各家庭でのインターネット環境の接続確認を行いました。また、自宅でオンライン

学習ができるように、学習アプリやオンライン会議アプリの練習を学校で行い、今後できるだけ

早く家庭でタブレット端末が使用できるよう準備を進めています」との答弁でありました。 

 委員より、「家庭学習応援金は、市立小中学校児童生徒全てに支給されたのか」との質問があ

り、当局は、「各学校の協力をいただき、申請を促す通知を３回送付しましたが、小学校で４名、

中学校で２名の方が未受給となりました」との答弁でありました。 
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 小学校費について、委員より、「児童１人あたりの事業費単価が学校間で最大２万円の開きが

あるが、この差をどう考えているのか」との質問があり、当局は、「学校の規模により金額に開

きはあるが、児童１人に対する事業には差がないと考えています」との答弁でありました。 

 中学校費について、委員より、「避難所としても使用される体育館について、バリアフリー化

の取組は」との質問があり、当局は、「長寿命化工事などでスロープの設置をしていますが、バ

リアフリー化が進んでいない体育館も小・中合わせて４校あります。この４校についても、今後、

計画的に整備検討していきます」との答弁でありました。 

 委員より、「中学校就学援助費について、小学校も含め、前年度に比べて支給対象人数が減っ

ていることに対する見解と制度の周知は」との質問があり、当局は、「令和２年度は元年分所得

で審査しているため、コロナ禍による影響は少なく、自然減によるものと考えています。また、

制度の周知は、新小学１年は入学前に２回、４月には全児童生徒に向けて案内を配布しています。

併せて、市ホームページや広報にも掲載しています。また、受給されている方には２月頃に次年

度の更新案内し、状況に応じて学校からも申請を促しています」との答弁でありました。 

 幼稚園費について、委員より、「西枇杷島第１幼稚園の園児数が前年に比べて減少しているが、

現状と今後の見解は」との質問があり、当局は、「園児数は減っていることは認識しており、幼

保無償化が大きく影響していると考えています。保育に関しては、第１幼稚園だけでなく、現在

の保育園、認定こども園、私立幼稚園等の状況や今後の園児数とも関連があり、全体で検討する

必要があるため、今後、子育て支援課とも協議していきたいと考えています」との答弁でありま

した。 

 社会教育費について、委員より、「生涯学習推進計画・中期見直し版の策定について、その対

象者と成果を受けての取組はどのようになっているか」との質問があり、当局は、「外国籍を含

む全ての市民を対象とし、新型コロナウイルスとの共生時代、Ｓｏcｉｅｔｙ ５.０やＳＤＧｓ

の観点といったことを踏まえて策定しました」との答弁でありました。 

 委員より、「市立図書館に建物の構造上、１５万冊以上の本を置けないことについての考えは」

との質問があり、当局は、「当初の計画で市の人口に対して１５万冊が適切であるという考えで

図書館を開館しました」との答弁でありました。 

 委員より、「蔵書の入替えは現在も行われているので、旧図書室や学校の図書室を利用しなが

らネットワークを広げて、いい施策の検討を願いたい」との意見がありました。 

 保健体育費について、委員より、「コロナ禍でのスポーツ事業開催について、課題は」との質
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問があり、当局は、「不特定多数が参加する事業は中止しますが、令和３年３月の清須ウオーク

は規模を縮小し、感染拡大防止対策をして実施しました。今後も状況を確認し、対策を検討しな

がら事業を開催したいと考えています」との答弁でありました。 

 委員より、「給食センター費について、先日、新型コロナウイルスの影響で、前日夜に翌日の

学校休校が決まったが、給食の材料についてはどのような対応となったのか」との質問があり、

当局は、「給食センター調理に使用する物資は他校へ振り分けました。また、学校直送となる牛

乳は翌日以降の使用とし、主食については堆肥化に回しました」との答弁でありました。 

 委員より、「新型コロナウイルスへの感染を危惧して学校を自主的に欠席している児童生徒や、

感染者・濃厚接触者となり欠席となる児童生徒の給食費はどのような取扱いかと」の質問があり、

当局は、「転校等により給食を要しない児童生徒に対する減額の取扱いを特例的に準用しており、

１か月あたりで給食を要しない日数に応じて減額を行っております」との答弁でありました。 

 以上が主な質疑であります。 

 質疑終了後、採決を行った結果、認定第１号 令和２年度清須市一般会計決算認定の所管分に

ついては、全員一致により認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第５号 令和２年度清須市水道事業決算認定について御報告申し上げます。 

 当局より決算書の朗読説明がなされた後、質疑に入りました。 

 委員より、「耐震化を進めるには多額の費用がかかると思うが、計画はどうなのか」との質問

があり、当局は、「現在の耐震化計画では、重要給水施設への配水管路２．３キロメートルの耐

震化を１０年の計画で整備していくことになっています」との答弁でありました。 

 以上が主な質疑であります。 

 質疑終了後、採決を行った結果、認定第５号 令和２年度清須市水道事業決算認定については、

全員一致により認定すべきものと決しました。 

 最後に、認定第６号 令和２年度清須市下水道事業決算認定について御報告申し上げます。 

 当局より決算書の朗読説明がなされた後、質疑に入りました。 

 委員より、「今の汚水管整備の進捗率は」との質問があり、当局は、「下水道法事業計画区域

内は６２％です」との答弁でありました。 

 以上が主な質疑であります。 

 質疑終了後、採決を行った結果、認定第６号 令和２年度清須市下水道事業決算認定について

は、全員一致をもって認定すべきものと決しました。 
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 なお、議案第４０号 令和２年度清須市水道事業未処分利益剰余金の処分について、議案第

４１号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第６号）案の所管分及び発議第１号 定数改善計

画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書（案）については、

特に質疑もなく、採決を行った結果、全員一致により、原案を可決すべきものと決しました。 

 以上のとおり、当建設文教常任委員会に付託されました案件について御報告申し上げます。 

 以上でございます。 

議  長（八木 勝之君） 

 ただいま委員長報告がありましたが、御質問はございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 質問もないようですので、冨田委員長、御苦労さまでした。自席へお戻りください。 

 次に、１０日に開催されました総務委員会の報告を下堂薗委員長より求めます。 

 下堂薗委員長。 

＜ 総務委員会委員長（下堂薗 稔君）登壇 ＞ 

総務委員会委員長（下堂薗 稔君） 

 皆さん、改めておはようございます。 

 議席４番、総務常任委員長、下堂薗 稔でございます。 

 令和３年９月定例会に上程されました議案のうち当総務常任委員会に付託されました案件につ

きましては、去る９月１０日午前９時３０分から委員会を開催し、委員全員出席のもと、慎重に

審議を行いました。これより、その審議の主な内容と結果について御報告を申し上げます。 

 それでは、認定第１号 令和２年度清須市一般会計決算認定の所管分について御報告を申し上

げます。 

 当局より決算書の朗読説明がなされた後、質疑に入りました。 

 歳入では、市税について、委員より、「コロナの影響による徴収猶予の特例制度を活用された

方の件数は、また、今年度はどのような状況か」との質問があり、当局は、「４４件１千

７００万円余りの申請があり、年度内の納付は１８件でした。また、今年度は前年度並に推移す

ると見込んでいます」との答弁でありました。 

 委員より、「収納率はアップしているが、収入未済額を減らすための取組はどうしているのか」

との質問があり、当局は、「納税折衝は相手の生活状況を踏まえ、生活改善などを求めながら滞
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納額から判断した納税を促しています。また、収納課一丸となって積極的に休日等の臨戸徴収や

差押えに取り組んでいます。しかしながら、昨年度はコロナ禍のため、休日等の臨戸徴収ができ

なかったので、納期を過ぎたものは早期に催告書を送付し、徴収の強化を図りました」との答弁

でありました。 

 委員より、「法人市民税が減額となったが、コロナが原因か」との質問があり、当局は、「コ

ロナの影響によるものではなく、税制改正で税率が下がったため、当初予算編成時に２億円を減

額しています」との答弁でありました。 

 森林環境譲与税について、委員より、「前年度比較で譲与額が増額しているが、その要因は。

また、譲与の基準は」との質問があり、当局は、「市町村の体制整備の進捗に伴い、前倒しで交

付されたため、増額となりました。また、譲与の基準は市町村譲与額の１０分の５が私有林人工

林面積、１０分の２が林業就業者数、１０分の３が人口での按分となり、交付されます」との答

弁でありました。 

 総務費国庫補助金について、委員より、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

は、どの事業に充当したのか」との質問があり、当局は、「学習者用端末整備事業、きよす生活

応援券発行事業などです」との答弁でありました。 

 不動産売払収入について、委員より、「不動産売払収入の内容は」との質問があり、当局は、

「旧一場保育園用地の他、土地７筆の売払収入です」との答弁でありました。 

 ふるさと寄附金について、委員より、「ふるさと寄附金は、予算額と比較して決算額が増えた

要因は何か」との質問があり、当局は、「新型コロナウイルス感染症拡大に伴う巣籠もり需要と

新規の返礼品に寄附が集中したためです」との答弁でありました。 

 雑入について、委員より、「消防費雑入の消防団員公務災害補償等金は、令和２年度の内容は

どのようなものか」との質問があり、当局は、「消防団の方が消防車両の点検中に肩を負傷した

件と消火活動の際に側溝に足を滑らせ骨折をした件、そして民間の方が消火活動の際に煙を吸い

込み、気道熱傷を負った件の３件です」との答弁がありました。 

 歳出では、総務管理費について、委員より、「職員手当等は時間外勤務が微減とのことである

が、どのように考えているか」との質問があり、当局は、「毎年の業務量調査により適切な業務

量の確保と人事配置を行って時間外勤務の縮減に努めております」との答弁でありました。 

 委員より、「公共交通対策費について、バスロケーションシステムの現状は」との質問があり、

当局は、「なかなか好評で、多くの方に利用していただいており、バスの時刻や遅延などの電話
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での問合せが減っています」との答弁でありました。 

 委員より、「企業誘致費について、民間主導による開発で企業誘致するにあたり、農地に関す

る産業課との連携などどのように協議しているか」との質問があり、当局は、「毎月、庁内連絡

調整会議を開催し、各所管の問題点などについて報告並びに情報共有して調整を図っています」

との答弁でありました。 

 委員より、「コミュニティ推進費の不用額が４００万円ほどあるが、その理由は」との質問が

あり、当局は、「コミュニティ推進費の自治活動補助金について、主にコロナの影響による事業

費補助金に執行残があったためです」との答弁でありました。 

 委員より、「コミュニティ施設費について、自治総合センター助成費の決算額が予算額と比較

し少ないが、その理由は」との質問があり、当局は、「予算額は２ブロック分を計上しましたが、

愛知県に申請した２件のうち１件の採択となったためです」との答弁でありました。 

 委員より、「交通安全対策費について、放置自動車は市民などから年間どの程度の通報があり、

何台を撤去しているのか」との質問があり、当局は、「年間１０台前後の放置車両を通報等によ

り把握し、警察に盗難届の有無及び所有者の照会をしています。そのうち半数程度の車両は所有

者等が判明し、移動等されています。残りの車両については、条例及び規則の規定に基づく処分

をしています」との答弁でありました。 

 委員より、「防犯対策費について、見守りカメラ設置費補助金は４件分の予算に対して実績が

３件となっているが、今年度の申請状況は」との質問があり、当局は、「今年度から申請の回数

を２次申請までとしました。現在３ブロックの設置が完了しています。残りの１件分については

２次申請で１件の申出がありましたので、４件分の設置ができる予定です」との答弁でありまし

た。 

 徴税費について、委員より、「過誤納金還付金の不用額が多いようだが」との質問があり、当

局は、「当初予算編成時に過去の推移などから７千２００万円を見込みましたが、結果として、

還付する件数や額が少なく済んだため、不用額として残ったものです」との答弁でありました。 

 消防費について、委員より、「危機管理課は発足してから約１年が経過するが、どのように総

括しているか」との質問があり、当局は、「近年、毎年のように甚大な災害が発生する中で、行

政主導の防災対策から住民主体の防災対策に転換していく流れとなっています。市民の皆様が自

らの命は自ら守るという意識を持って避難行動を行い、行政はそれを実現するためしっかりサポ

ートしていくことが今後進むべき方向性ではないかと考えています」との答弁でありました。 
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 委員より、「災害対策事務費について、備蓄食料は現在どのくらい配備されているか」との質

問があり、当局は、「避難者は人口の３０％、熱源の使用不能状態が２日間続くという想定に基

づき、１万４千２５０食、これに帰宅困難者分の２千４００食を加えた１万６千６５０食を備蓄

目標に設定しており、令和３年度末の備蓄数量は約７万食になります」との答弁でありました。 

 委員より、「マンホールトイレ整備費について、整備内容を聞かせてほしい」との質問があり、

当局は、「新川中学校において東門の近くにマンホールトイレを５基設置しました。また、不要

となった既設の浄化槽を雨水貯留槽の転用し、その水を手動ポンプで組み上げ、し尿を下水道管

路へ流し込む仕組みとなっています」との答弁でありました。 

 委員より、「国土強靱化地域計画策定費について、清須市の国土強靱化地域計画が策定された

が、今後どのように活用するのか」との質問があり、当局は、「計画に定めた施策を目標値に向

けて、国の交付金・補助金による支援を受けながら実施していく活用方法になります」との答弁

でありました。 

 委員より、「防災行政無線管理費について、定期点検はどのくらいの割合で行っているか。ま

た、防災行政無線が正しく稼働していないとの連絡を受けたときはどのような対応をしているか」

との質問があり、当局は、「定期点検は年２回行っています。また、日々の試験放送で正しく稼

働していない旨の連絡を受けたときには点検業者による現地確認を速やかに行い、修繕対応等を

しています」との答弁でありました。 

 以上が主な質疑であり、質疑終了後、採決を行った結果、認定第１号 令和２年度清須市一般

会計決算認定の所管分については、賛成多数により認定すべきものと決しました。 

 次に、議案第３７号 清須市個人情報保護条例及び清須市行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例案について御報告申し上げます。 

 当局より議案の朗読説明がなされた後、質疑に入りました。 

 委員より、「デジタル改革関連法が施行され、自治体ではどのようなことが推進されるのか」

との質問があり、当局は、「９月１日にデジタル庁が設置されたことにより、あらゆる場面でデ

ジタル化が推進され、市民生活の利便性が向上するものと考えています」との答弁でありました。 

 以上が主な質疑であります。 

 質疑終了後、採決を行った結果、議案第３７号 清須市個人情報保護条例及び清須市行政手続

における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
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定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例案については、賛成者多数により、原案を

可決すべきものと決しました。 

 最後に、議案第３８号 清須市税条例の一部を改正する条例案について御報告申し上げます。 

 当局より議案の朗読説明がなされた後、質疑に入りました。 

 委員より、「３０歳以上７０歳未満の国外居住親族は現在何人いるか」との質問があり、当局

は、「現時点の集計はできていません」との答弁でありました。 

 委員より、「雨水貯留浸透施設の特例による実績件数は」との質問があり、当局は、「３月末

に廃止した特例による実績は、１件でした」との答弁でありました。 

 以上が主な質疑であります。 

 質疑終了後、採決を行った結果、議案第３８号 清須市税条例の一部を改正する条例案につい

ては、全員一致により、原案を可決すべきものと決しました。 

 以上のとおり、当総務常任委員会に付託されました案件について御報告を申し上げます。 

 以上です。 

議  長（八木 勝之君） 

 ただいま委員長報告がありましたが、御質問はございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 質問もないようでございますので、下堂薗委員長、御苦労さまでございました。自席へお戻り

ください。 

 次に、１４日及び１６日に開催されました福祉委員会の報告を高橋委員長より求めます。 

 高橋委員長。 

＜ 福祉委員会委員長（高橋 哲生君）登壇 ＞ 

福祉委員会委員長（高橋 哲生君） 

 議席１４番、福祉常任委員長、高橋哲生でございます。 

 令和３年９月定例会に上程されました議案のうち、当福祉常任委員会に付託されました案件に

つきましては、去る９月１４日、１６日の両日、午前９時３０分から委員会を開催し、委員全員

出席のもと、慎重に審議を行いました。これより、その審議の主な内容と結果について御報告申

し上げます。 

 それでは、認定第１号 令和２年度清須市一般会計決算認定の所管分について御報告申し上げ
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ます。 

 当局より決算書の朗読説明がなされた後、質疑に入りました。 

 歳入では、雑入について、委員より、「民生費雑入で生活保護費返還金の件数と金額は」との

質問があり、当局は、「資力はあるにもかかわらず、生活保護を受けているもの１１９件１千

７７万８千８５２円、また、不正な手段等により生活保護を受けているもの１３９件１８３万

７千３４２円です」との答弁でありました。 

 委員より、「病後児保育、児童クラブ及び母子通園施設利用料が令和元年より減額となってい

る原因は」との質問があり、当局は、「新型コロナウイルス感染症の影響により、登園自粛など

利用を控えられたことによるものです」との答弁でありました。 

 歳出では、社会福祉費について、委員より、「高齢者福祉費で第６特別養護老人ホーム建設の

進捗状況は」との質問があり、当局は、「令和３年８月末現在での出来高は３７％となっており、

令和４年３月３１日建物引き渡し、６月１日開所に向けて順調に工事が進められております」と

の答弁でありました。 

 児童福祉費について、委員より、「児童福祉総務費で民間児童福祉施設職員応援費の内容は」

との質問があり、当局は、「緊急事態宣言下でも休園等を行うことなく業務に従事した児童福祉

施設に対し愛知県が応援金を支給することとなり、本市も県の趣旨に沿って、要綱により交付し

たものです」との答弁でありました。 

 保健衛生費について、委員より、「予防費で高齢者肺炎球菌ワクチン接種費の助成は１人１回

の助成か」との質問があり、当局は、「６５歳の方と７０歳、７５歳など、５歳刻みの節目の年

齢で今まで助成を受けていない方が対象であり、１人１回の助成となります」との答弁でありま

した。 

 委員より、「骨髄提供者助成金について、骨髄提供する対象の方への助成制度をどのように情

報提供しているか」との質問があり、当局は、「骨髄バンクのホームページや市広報、市ホーム

ページでの掲載、また献血実施時などに周知をしております」との答弁でありました。 

 清掃費について、委員より、「し尿処理費で下水道整備が進んでいるのに、浄化槽の補助金が

増加している要因は」との質問があり、当局は、「令和２年４月に浄化槽法の改正により、

１１条の法定検査が厳しくなり、清掃される方が増えたことが一番の要因です」との答弁であり

ました。 

 商工費について、委員より、「商工業振興費で美濃路の空家を活用した雑貨屋やカフェなどの
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店舗ができているが、こうした店舗をはじめとする民間への支援策は考えられないか」との質問

があり、当局は、「現在実施している観光等の事業において、デジタルマップや情報冊子等を作

成しており、様々な媒体を活用し、店舗等の情報発信を行ってまいります」との答弁でありまし

た。 

 委員より、「まちの観光・産業にぎわいプロジェクト費におけるコンサルティング分析はどの

ような結果だったか」との質問があり、当局は、「若い女性目線でのインスタ映えスポットの発

掘や情報発信、土産品の販路拡大や商品価値向上の手法等とともに、城郭を有する他団体の先進

事例の紹介をいただきました」との答弁でありました。 

 以上が主な質疑であります。 

 質疑終了後、採決を行った結果、認定第１号 令和２年度清須市一般会計決算認定所管分につ

いては、全員一致により、認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第２号 令和２年度清須市国民健康保険特別会計決算認定について御報告申し上げ

ます。 

 当局より決算書の朗読説明がなされた後、質疑に入りました。 

 委員より、「国民健康保険特別会計の事業費が減少しているが、その要因は」との質問があり、

当局は、「コロナ禍の影響もあり、医療費が減少していることや県事業給付金が少なかったこと

が要因として上げられます」との答弁でありました。 

 委員より、「本市の国民健康保険税徴収率の現況は」との質問があり、当局は、「愛知県内の

平均徴収率は９９．５５％で、本市は９３．０４％であり、県内３８市中３０位となっています」

との答弁でありました。 

 委員より、「国民健康保険税徴収率向上のための取組は」との質問があり、当局は、「保険証

の更新やその他窓口での手続の際に未納が確認された場合は、納税勧奨を行っております」との

答弁でありました。 

 以上が主な質疑であります。 

 質疑終了後、採決を行った結果、認定第２号 令和２年度清須市国民健康保険特別会計決算認

定については、全員一致により、認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第３号 令和２年度清須市介護保険特別会計決算認定について御報告申し上げます。 

 当局より決算書の朗読説明がなされた後、質疑に入りました。 

 委員より、「介護予防事業のいこまいか教室の実施数と今後の介護予防事業のあり方について」
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との質問があり、当局は、「清洲地区に８か所、新川地区に７か所、春日地区に５か所、西枇杷

島地区に１か所の合計２１か所で実施しています。今後については、教室以外に健康体操グルー

プもあることから、市民と協働した介護予防事業を実施してまいります」との答弁でありました。 

 以上が主な質疑であります。 

 質疑終了後、採決を行った結果、認定第３号 令和２年度清須市介護保険特別会計決算認定に

ついては、全員一致により、認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第４号 令和２年度清須市後期高齢者医療特別会計決算認定について御報告申し上

げます。 

 当局より決算書の朗読説明がなされた後、質疑に入りました。 

 歳入では、特別徴収保険料について、委員より、「収入未済額の内容は」との質問があり、当

局は、「納付された保険料のうち還付すべき金額も影響しているものです」との答弁でありまし

た。 

 以上が主な質疑であります。 

 質疑終了後、採決を行った結果、認定第４号 令和２年度清須市後期高齢者医療特別会計決算

認定については、全員一致により、認定すべきものと決しました。 

 次に、議案第３９号 清須市子ども医療費支給条例の一部を改正する条例案について御報告申

し上げます。 

 委員より、「高校生世代における他市町の子ども医療費助成の実施状況は」との質問があり、

当局は、「入院及び通院の助成を行っているのは現時点で１１自治体であり、このうち２市は自

己負担分３割のうち２割を助成、１市は所得制限を設けております。また、入院のみ助成してい

るのは１９自治体であり、このうち３市は２４歳まで実施しております」との答弁でありました。 

 委員より、「今後、通院まで助成を拡大する考えはありますか」との質問があり、当局は、

「通院費の助成は無償化による医療費増大が懸念されることもあり、まずはいち早く負担が高額

となる高校生世代の入院費助成に着手し、子育て世帯への負担軽減を図らせていただきました」

との答弁でありました。 

 以上が主な質疑であります。 

 質疑終了後、採決を行った結果、議案第３９号 清須市子ども医療費支給条例の一部を改正す

る条例案については、全員一致をもって原案を可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第４１号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第６号）案について御報告申し上
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げます。 

 委員より、「在宅介護を担う家族の負担を経験する、認知症高齢者に対する個人賠償責任保険

の内容及び想定保険事例は」との質問があり、当局は、「認知症高齢者等が日常生活において、

線路に入り電車を止めてしまった場合の鉄道会社から請求される振替輸送費用など、第三者に損

害を与えたことにより損害賠償責任を負った場合の救済措置を想定しています」との答弁であり

ました。 

 以上が主な質疑であります。 

 質疑終了後、採決を行った結果、議案第４１号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第６号）

案については、全員一致をもって原案を可決すべきものと決しました。 

 最後に、議案第４２号 令和３年度清須市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）案、議案

第４３号 令和３年度清須市介護保険特別会計補正予算（第１号）案及び議案第４４号 令和

３年度清須市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案については特に質疑もなく、採決を

行った結果、全員一致により、原案を可決すべきものと決しました。 

 以上のとおり、当福祉常任委員会に付託されました案件について御報告申し上げます。 

議  長（八木 勝之君） 

 ただいま委員長報告がありましたが、御質問はございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 質問もないようですので、高橋委員長、御苦労さまでした。自席へお戻りください。 

 以上で、各常任委員会の委員長報告を終わります。 

 ここであらかじめ申し上げます。 

 討論については、会議規則第５１条の規定により通告制となっており、認定第１号に加藤議員

から反対討論、野々部議員及び岸本議員から賛成討論、認定第２号、認定第３号、認定第４号に

加藤議員からそれぞれ反対討論、また議案第３７号に加藤議員から反対討論、岸本議員から賛成

討論が提出されております。 

 討論は、発言席でお願いいたします。 

 また、表決については起立により行いますので、よろしくお願いいたします。 

 日程第１、認定第１号 令和２年度清須市一般会計決算認定についてを議題といたします。 

 会議規則第５３条の規定により、加藤議員の反対討論の発言を許可いたします。 
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 加藤議員。 

＜ １３番議員（加藤 光則君）登壇 ＞ 

１３番議員（加藤 光則君） 

 議席番号１３番、日本共産党、加藤光則です。 

 令和２年度清須市一般会計決算認定について、反対の立場から討論します。 

 １年半に及ぶ戦後最悪の感染症の大流行によるコロナ危機は日本社会の歪みを様々な分野で浮

き彫りにするとともに、このような中での政治の役割が大きく問われ、とりわけ、福祉の増進を

目的とする地方自治体の役割が求められています。 

 新型コロナ感染症による暮らしや経済に与える影響は大きく、総務省統計局の家計調査では、

コロナウイルス感染症の影響が表面化する以前と令和２年度を比べると、１世帯あたりの消費支

出は６．５％減少しており、単身世帯に限定すると８．１％の減少となっており、コロナウイル

ス感染症の拡大が家計に与えるマイナスの影響が見られます。 

 そうした下での本市の令和２年度の財政状況を見ると、本市においては法人税率引下げによる

法人市民税の減少する一方、個人市民税、固定資産税、軽自動車税の増加と消費税率引上げによ

る地方消費税交付金が増加しましたが、市税全体では前年度に比べ減額となっています。 

 また、監査委員による審査意見書において指摘されているように、合併特例措置の終了と大幅

な収入が見込めない中、新型コロナウイルス感染症の影響や土地区画整理事業などの都市計画事

業の管理推進など、本市に多くの課題があり、経費の財源不足を基金の取崩しや地方債に頼らざ

るを得ない状況が続くと考えられると述べられているように、収支の改善に向けた努力が必要で

あります。 

 そして、こうした中、令和２年度は実質収支比率が６％となっております。市民の多くはコロ

ナ禍の中、様々な困難・問題を抱え、これまで以上に切実に国・県・市に対して支援を求めてい

ます。市民に寄り添い、市民の期待の声に応え、住民福祉の向上を第一義の任務とする地方自治

体の役割が今ほど求められるときはありません。市民の命と暮らしを守る施策を優先しながら、

不要不急の施策を見直し、歳出を抑えて財源を捻出するとともに、国・県に対しても必要とされ

る財源について強く求めていかなければなりません。いまだに続くコロナ禍における新たな課題

に対応していくためにも、さらなる収支の状況を把握した財政運営を求めます。 

 以下、こうした観点に基づいて、市政に対する評価を申し述べたいと思います。 

 令和２年度において、本市は新型コロナウイルス感染症対策に係る独自施策において、児童生



－228－ 

徒に対して学習応援金の支給、さらには高齢者や基礎疾患を有する方へのＰＣＲ検査の支援を行

われたことは評価するものであります。 

 同時に、コロナ対策においては、いまだ感染拡大が止まりません。本市においても、子どもや

若年層への感染が広がっています。クラスターを抑えるためにもＰＣＲ検査で感染拡大防止を図

っていくことが求められます。ＰＣＲ検査は自治体独自で対応していくことが可能です。検査の

拡充を求めます。 

 次に、国民の生命・健康・社会生活を脅かす新型コロナ感染症の拡大は、これまで公務公共サ

ービスを縮小・解体してきた新自由主義に基づく諸施策の問題が明らかにし、公共の重要性を改

めて浮き彫りにしています。そうした中で、会計年度任用職員制度が令和２年度から適用され、

民間委託促進のツールとなっています。本市においては、窓口業務の民間委託が昨年１０月より

行われました。地方自治体の仕事は住民との関わりが不可欠です。その最前線に立つ窓口業務を

民間に委託することには反対であります。 

 次に、個人番号カード交付事業についてです。 

 毎年莫大な事業費がつぎ込まれています。この事業のねらいは、国民の所得や資産・医療・教

育などの個人情報を集め、連携し、活用するものです。しかし、個人情報が漏えいされないか、

国による個人情報の管理とならないのか、国民に不安と疑問が解決されず、その普及は２割台と

とどまっています。情報通信技術の発展を行政手続に活用していく、そのこと自体に反対するも

のでありません。しかし、個人情報保護などに十分配慮をし、真に国民の利益になる方向でどう

進めていくのか、これは慎重な検討が必要であります。 

 今、個人データの利活用を推進するデータ戦略が策定されるとともに、設置されたデジタル庁

によって事業が推進されようとしています。個人データが企業の儲けの対象にならないのか、個

人情報がどこまで守られているのかなど、問題が提起されています。地方自治体でも国が示すシ

ステムに従うことになり、独自の施策が実施できなくならないのか、対面サービスの後退につな

がるのではないかなど指摘が相次いでいます。デジタル戦略都市の実現を掲げ、推進する内容に

は同意することができません。市民の目線に立った、しっかりした検討が求められます。 

 次に、給食費の値上げについてであります。 

 学校の給食は教育の一環であり、給食は食育の教科書とも言われています。学校給食費を無償

化した自治体が増える中、本市は、食材費の値上げを理由に小学校で月２００円、中学校で

３００円の値上げが行われました。給食費の値上げは子育て世帯の負担増となり、コロナ禍の下、
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子育て世帯にとって生活が厳しい中での値上げとなり、子育て支援策に逆行するものであります。 

 以上、コロナ禍の下で、さらに厳しさを増す市民の暮らしの実態を丁寧に把握し、福祉の増進

という自治体の役割を果たすことを求め、反対討論といたします。 

 以上であります。 

議  長（八木 勝之君） 

 続いて、野々部議員の賛成討論の発言を許可いたします。 

 野々部議員。 

＜ １０番議員（野々部 享君）登壇 ＞ 

１０番議員（野々部 享君） 

 議席１０番、野々部 享でございます。 

 議長のお許しをいただきましたので、清政会を代表いたしまして、ただいま議題になっており

ます認定第１号 令和２年度清須市一般会計決算認定について、賛成の立場から御意見を申し上

げます。 

 令和２年度は、第２次総合計画の後期基本計画がスタートした年であり、これまでのまちづく

りの歩みを止めることなく市民生活をより豊かにするとともに、将来にわたって活力あふれまち、

力強い清須の実現に向けた取組が期待されておりました。 

 こうした中で執行されました令和２年度一般会計の決算額は、歳入総額が３７８億５千

５４２万円余り、歳出総額が３６２億９千７０３万円余りとなり、実質収支額は９億９千

２０７万９千円の黒字でありました。歳入面では、その根幹をなす市税収入について予算額を上

回ることができ、また、現年課税分の徴収率はコロナ禍にあってもこれまでと同程度の水準を維

持することができました。これも納税者各位の御理解と関係職員の地道な努力の成果の表れと理

解しております。 

 一方、歳出面では、新型コロナウイルス感染症への対策が求められた中で、プレミアム付の清

須げんき商品券や未就学児と６５歳以上の高齢者に対するきよす生活応援券を発行した他、出生

特別給付金や家庭学習応援費の支給など市民の生活支援を幅広く行うとともに、休業要請に応じ

た飲食店に対して協力金を給付するなど、事業者への支援も的確に実施されました。本市のさら

なる発展に向けて様々な行政課題への対応を着実に進めたものと認識しております。安全・安心

の確保に向けて、雨水幹線・管渠の整備や雨水ポンプ場の長寿命化を着実に進めるとともに、全

ての小中学校体育館に避難時の情報収集のためのテレビを設置するなど、災害時の避難体制の充
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実に努力しております。 

 次に、快適な学習環境の整備に向けて、児童生徒に一人１台ずつタブレット端末を配備した他、

小中学校の長寿命化改修を着実に進めております。また、子育て支援についても認定こども園の

新規整備を支援し、本年４月に、はなのもりこどもえんが開園するなど、子育て環境をさらに充

実させております。さらに、市発展の基礎となる鉄道高架事業や土地区画整理事業など、便利で

快適な暮らしの実現に向けた基盤整備についても計画どおり着実に前進させたものと認識してお

ります。 

 この他、長年の念願でありました斎苑整備につきましては、あま市と協力して進めてきた本体

工事は本年３月に完了し、６月に供用が開始されるとともに、周辺の環境改善事業についても着

実に実施するなど、本市が今後ますます発展するための根幹となる事業を実施したと認めるとこ

ろであります。こうした中でも、財政運営面では、限られた予算を重点的かつ効率的に執行した

結果、地方財政健全化法に基づく財政化判断比率の４指標は早期健全化基準を大幅に下回ってお

り、様々な市民サービスを支える本市の財政の健全性は維持されております。 

 以上を踏まえまして、私は、この決算認定につきまして賛成の意を表明するものであります。

今後ともさらなる清須市の発展に向けて、市長の下で職員が一丸となって取り組んでいかれるこ

とを大いに期待し、決算認定に対する賛成討論とさせていただきます。 

 議員各位の皆様方の御賛同のほど、よろしくお願い申し上げます。 

議  長（八木 勝之君） 

 続いて、岸本議員の賛成討論の発言を許可いたします。 

 岸本議員。 

＜ １７番議員（岸本 洋美君）登壇 ＞ 

１７番議員（岸本 洋美君） 

 議席１７番、岸本洋美でございます。議長のお許しをいただきましたので、ただいま議題とな

っております認定第１号 令和２年清須市一般会計決算認定につきまして、公明会派を代表いた

しまして、賛成の立場から討論をいたします。 

 まず、最初に、さきの市長選で、永田市長におかれましては、無投票ではありましたが、市民

の大きな付託を受けられ、見事再選をされました。誠におめでとうございます。２期目のスター

トにあたりまして、これまで築かれた多くの実績をさらに磐石にしながら、新たな公約の実現に

向け、ますます力強いリーダーシップを発揮され、力強い清須実現のため、市政運営に取り組ま
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れることを期待いたします。 

 さて、令和２年度の決算認定につきましては、新型コロナウイルス感染の影響により、一般会

計の歳入歳出総額とも過去最高の規模となりました。特に、国の施策で１人一律１０万円の定額

給付金では、本市では約７０億円、また新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金７億

円など、関連事業の実施などが主であります。 

 歳入の根源となる市税は本年度１２３億７千８８９万２千５３８円で、前年度に比べ１億２千

９４万９千３０２円、１％の減少であったものの、自主財源全体では前年度比で３億７千

６５３万５千２１円、２．２％の増加となっております。令和２年度は第２次総合計画を基に継

続・新規事業など、多くの事業が実施されました。 

 まず、市長の一丁目の１番地である安全で安心なまちづくりでは、雨水幹線の整備をはじめ堀

江・豊田川ポンプ場の改築・更新、西清洲ポンプ場整備の推進、また小中学校児童生徒の安全確

保のため、校内に緊急情報受信設備を設置され、子どもたちの安心につながりました。 

 併せて、猛暑対策への対応として、体育館へのスポットクーラーの設置も快適な学習環境とな

り、また避難所となる体育館へテレビの設置、新川中学校には、下水道接続工事に合わせてのマ

ンホールトイレの設置など、市民の安全・安心な暮らしを守る防災・減災対策が加速いたしまし

た。 

 そして、１０月には機構改革を行い、私どもがこれまで提案していました危機管理課が新設さ

れ、それは新型コロナ感染症対策と併せてのスタートともなり、大変心強く期待をした次第です。 

 子育て支援におきましては、本市では、県下でトップを争うほどの高い出生率で、中でも保育

の充実、待機児童を出さないとの市長の思いは、一場保育園に替わる民営の認定こども園の新設

につながり、また、令和３年開設の西枇杷島の認定こども園の整備支援にもつながっています。

そして、４月には念願の西枇杷島児童センターが開設され、私も見学に行きましたが、これまで

遠かった児童館が目の前になり、また、明るくて広々として館内には、子どもたちの元気な声が

飛び交っていました。そして、その先には清洲児童館の建替えも推進されることになっています。 

 学校現場におきましては、ＩＣＴ環境の整備とともに、児童生徒一人１台のタブレット端末機

整備をコロナ対策に対応すべく、前倒しして推進をされました。 

 小中学校の長寿命化対策も他市に先駆けて着々と進んでいます。 

 健康づくりの面では、がん検診の個別検診の拡充や乳幼児対象のロタウイルス予防接種、新生

児への聴覚検査などは、予防や早期発見にもつながり、また、妊婦・子ども対象のインフルエン
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ザ予防接種助成金補助事業も約９千５００人が接種され、予防に大きくつながり、大変評価する

ものです。 

 そして、令和２年の最大の事業といえば、斎苑の整備・建設です。これまで地元住民の御理解

や御協力をいただくまでの長き間、市長をはじめ関係者の方々の御苦労・御努力は並み並みなら

ぬことであったことと心より敬意を表します。そして、予定より早めの６月には供用開始され、

市民の方より、近くでとってもきれいな斎場と喜びの声も聞こえてきております。 

 また、枇杷島橋や清洲橋の架け替えについても、県事業ではありますが、地元の要望を聞き取

りされながら順調に進んでいると認識しています。 

 観光面においては、コロナ禍でもあり、清洲城への来客者は減少しましたが、朝日ミュージア

ムのオープンにより、共通券をきっかけに今後に期待するものです。 

 また、ふるさと納税においては、前年比約３倍の２千８０１件、金額にして２千万円の増額と

なり、本市の魅力がアピールされていると担当課の御努力が伺えます。 

 １０月の機構改革で新たに企業誘致課が新設され、これからのまちづくりの環境整備につなが

ることと期待しています。 

 また、同時期に市民課の窓口業務を民間へ一部委託もスタートいたしました。これまで繁忙期

には証明書発行など時間を要していましたが、柔軟なシフト調整により短縮でき、また偽装請負

との指摘を受けないためにも、双方での理解を深めるとともに、席も背中合わせで業務を遂行、

最も大事な個人情報漏えいへの対応も図られ、さらには、５月に実施の窓口サービスアンケート

によると、９３．４％の方から「満足」、「やや満足」との評価が得られたとのことで、民間委

託の効果があったと認識をいたします。 

 また、市民課で削減した人材を機構改革に生かされたことも評価いたします。市民課は市の顔

であり、これまで以上に窓口サービスの向上に努めていただくことを強く要望いたします。 

 ＡＩを活用した総合案内チャットボットやＬＩＮＥによるスマレポきよすも市民の大好評で、

中でも清須市すぐメールは緊急時への大事なツールと市民の認識も高まり、登録者数も増加して

おり、デジタル化の波を強く感じるものです。 

 最後に、この令和２年度はコロナ禍の真っただ中でありました。国も市も市民も初めてのこと

で、健康の不安、生活の不安を抱えながら日々を送る中、永田市長は、きよす生活応援券、清須

げんき商品券、家庭学習応援費、さらには出生特別給付費として国の定額給付金、基準日以降に

生まれた子を対象に、市独自の支援策を他市に先駆けて実施されました。４８７件の申請があり
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ました。 

 このように子育て支援、また市民生活の支援はもとより、市内事業者への大きな消費喚起支援

ともなり、市民の喜びや安心につながったと強く実感をいたします。この市長の英断に心から敬

意を表するものです。また、市長をはじめ副市長、教育長と合わせて、議会としてもコロナ禍で

の市民生活に寄り添うため、歳費の１か月分を共々に返納したことも申し上げておきます。 

 心配をしていました財政調整基金もこの決算で当初の見込みどおり２０億円確保できたとのこ

とです。 

 今後はウィズコロナ、ポストコロナを見据えての市政運営がこれまで以上に重要と考えます。

総合計画に掲げる安心、快適で元気な都市を目指し、永田市長の着実な市政運営を期待いたしま

して、私の賛成討論といたします。 

議  長（八木 勝之君） 

 以上で、討論を終結いたします。 

 採決に入ります。 

 認定第１号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 多 数 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立多数であります。 

 よって、本案は認定されました。 

 ここで、１０時５０分まで休憩といたしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

（ 時に午前１０時４０分 休憩 ） 

（ 時に午前１０時５０分 再開 ） 

議  長（八木 勝之君） 

 休憩前に続き、会議を開きます。 

 日程第２、認定第２号 令和２年度清須市国民健康保険特別会計決算認定についてを議題とい

たします。 

 加藤議員の反対討論の発言を許可いたします。 

 加藤議員。 

＜ １３番議員（加藤 光則君）登壇 ＞ 

１３番議員（加藤 光則君） 
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 議席番号１３番、加藤光則です。 

 令和２年度清須市国民健康保険特別会計決算認定について、反対の立場から意見を述べます。 

 国民健康保険の都道府県単位化から３年目となりました。高過ぎる保険料に加え、新型コロナ

感染症拡大に伴う減収が非正規雇用の労働者や自営業者が多数を占める加入世帯を直撃していま

す。こうした中にあっても国民健康保険税は値上げされ続け、国保加入世帯の暮らしと健康が脅

かされています。 

 令和２年度の本市の国保加入者数は８千３３２世帯、１万３千９８人、そのうち６５歳以上の

割合が４１％となっています。こうした中で平均保険税額は前年度に比べ１世帯あたり４千

６３８円、１人あたり３千８８２円の増加であります。 

 国民健康保険は運営が都道府県化に移行されましたが、住民の健康と暮らしを守る上で自治体

の姿勢も大きく問われており、国民健康保険法には第４条で市町村の責務が規定されています。

住民の命と健康を守る役割を発揮するため全国知事会・市長会などが求めているように国庫負担

を増やして保険料を引き下げるべきであり、また一般会計からの繰入れを増やして国保税を引き

下げることは自治体の判断で可能であります。保険税の負担が大変重くなっている。加入者の暮

らしに多大な影響を及ぼしているという認識に立ち、保険税の引上げを行わず、法定外繰入れの

維持・継続・減免拡充などを進めることを強く求め、反対討論といたします。 

 以上であります。 

議  長（八木 勝之君） 

 討論を終結いたします。 

 採決に入ります。 

 認定第２号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 多 数 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立多数であります。 

 よって、本案は認定されました。 

 日程第３、認定第３号 令和２年度清須市介護保険特別会計決算認定についてを議題といたし

ます。 

 加藤議員の反対討論の発言を許可いたします。 

 加藤議員。 
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＜ １３番議員（加藤 光則君）登壇 ＞ 

１３番議員（加藤 光則君） 

 議席番号１３番、加藤です。 

 令和２年度清須市介護保険特別会計決算認定について、反対の立場から討論を行います。 

 介護保険制度は、２０年前、介護を社会全体で支えるという理念のもと、導入されました。し

かし、当初から介護保険は年金から容赦なく天引きする一方で、利用料の負担が重く、その上、

基盤整備の遅れ、サービスが受けられず、保険あって介護なしと指摘されてきました。 

 本市の令和２年度の第１号被保険者数は１万６千２７３人であります。そして、第７期の平均

保険料基準額は月額５千１８１円でしたが、被保険者の５６％が第１段階から第５段階に当ては

まります。さらに、所得が２００万円未満の第７段階の基準額まで超えると、８３．４％の割合

となっています。このように介護保険料は高齢者の負担能力を超え、生活を圧迫する大きな要因

となっています。 

 また、消費税の増税に伴い、１号保険者の第１段階から第３段階の低所得者軽減が行われ、令

和２年度の実績は４千４２４人となっていますが、消費税の増額は介護保険料の軽減額を大幅に

上回り、暮らしは厳しくなるばかりです。 

 介護保険法第１条は、介護が必要になっても尊厳を保持し、能力に応じ自立した生活を営める

よう必要な給付を行うとしています。必要な介護を保障するためには、介護保険の構造上の課題

を利用者や保険料に課すのではなく、高齢者やその家族が安心して介護を利用できるものにして

いくことが求められます。そのためにも、所得に見合った保険料の段階の設定や独自の保険料・

利用料の減免・軽減策を行うことを求め、反対討論といたします。 

 以上です。 

議  長（八木 勝之君） 

 討論を終結いたします。 

 採決に入ります。 

 認定第３号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 多 数 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 ありがとうございます。 

 起立多数であります。 
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 よって、本案は認定されました。 

 日程第４、認定第４号 令和２年度清須市後期高齢者医療特別会計決算認定についてを議題と

いたします。 

 加藤議員の反対討論の発言を許可いたします。 

 加藤議員。 

＜ １３番議員（加藤 光則君）登壇 ＞ 

１３番議員（加藤 光則君） 

 議席番号１３番、加藤光則です。 

 令和２年度清須市後期高齢者医療特別会計決算認定について、反対の立場から発言いたします。 

 本市の令和２年度後期高齢者医療の被保険者数８千４７４人、令和２年度は、保険料率の改定

により、所得割の率が８．７６％から９．６４％に、被保険者均等割額が４万５千３７９円から

４万８千７６５円に上がり、令和元年度の平均保険料が８万４千１１８円であったものが令和

２年度は９万１千７３６円となり、前年度比７千６１８円増の約９．１％値上げが行われました。

さらに、低所得者の軽減措置も８割軽減が７割、８．５割が７．７５割になり、影響額は合計で

１千４１１万４千４００円とのことです。 

 格差と貧困が広がる中で消費税増税や年金・介護などの社会保障改悪、医療費の負担増などに

より、高齢者の暮らしは悪化の一途をたどっています。高齢者医療制度は、７５歳以上の高齢者

を別枠の医療保険に抱え込んで差別し、高齢者人口が増えることによる医療費の増大を後期高齢

者の保険料で賄おうとする仕組みです。後期高齢者医療の加入者の所得状況は所得ゼロの方も多

くあり、大変厳しい状況にあります。年金収入の少ない方々にとって保険料の大幅値上げは耐え

難いものであります。高齢者の置かれている生活実態を踏まえれば、これら改定は容認できませ

ん。 

 よって、令和２年度清須市後期高齢者医療特別会計決算認定について、反対を述べるものであ

ります。 

 以上です。 

議  長（八木 勝之君） 

 討論を終結いたします。 

 採決に入ります。 

 日程第４号に賛成の方の起立を求めます。 



－237－ 

＜ 起 立 多 数 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立多数であります。 

 よって、本案は認定されました。 

 日程第５、認定第５号 令和２年度清須市水道事業決算認定についてを議題といたします。 

 採決に入ります。 

 認定第５号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立全員であります。 

 よって、本案は認定されました。 

 日程第６、認定第６号 令和２年度清須市下水道事業決算認定についてを議題といたします。 

 採決に入ります。 

 認定第６号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立全員であります。 

 よって、本案は認定されました。 

 日程第７、議案第３７号 清須市個人情報保護条例及び清須市行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関

する条例の一部を改正する条例案を議題といたします。 

 加藤議員の反対討論の発言を許可いたします。 

 加藤議員。 

＜ １３番議員（加藤 光則君）登壇 ＞ 

１３番議員（加藤 光則君） 

 議席番号１３番、加藤光則です。 

 議案第３７号 清須市個人情報保護条例及び清須市行政手続における特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の

一部を改正する条例案について反対するものであります。 
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 デジタル庁の設置によりその所掌事務の規定がされ、長及び主任大臣を内閣総理大臣とするた

め、情報提供等記録を訂正した場合の通知先の規定の改定ということでありますが、同時に、デ

ジタル関連法により、民間行政機関、独立行政法人の３つに分かれている個人情報保護法を一本

化し、地方自治体の情報システムの統一が行われます。 

 このことにより、行政手続のデジタル化や利便性の名の下に、国が全国民の個人情報を集中管

理できるようになります。しかし、統一化、平準化は憲法第１３条が保障し、個人情報保護法及

び自治体の個人情報保護条例によって構築されてきた国民のプライバシー権を脅かすもので、個

人情報の一元管理による監視や情報漏えいによる被害の危険性、民間企業による個人情報の利活

用の問題など、情報セキュリティの大きな問題が指摘され、懸念されており、自己情報のコント

ロール権、情報の自己決定権など、個人の権利を保障するルールづくりが求められています。プ

ライバシー権を素通りしたデジタル化では国民のための利便性向上にはなりません。よって、こ

うした下でのデジタル庁の設置と内閣総理大臣に強大な権限を集中させることによる本条例の改

定には容認できないことを申し述べ、反対討論といたします。 

 以上であります。 

議  長（八木 勝之君） 

 続いて、岸本議員の賛成討論の発言を許可いたします。 

 岸本議員。 

＜ １７番議員（岸本 洋美君） ＞ 

１７番議員（岸本 洋美君） 

 議席１７番、岸本洋美でございます。議長のお許しをいただきましたので、ただいま議題とな

っております議案第３７号 清須市個人情報保護条例及び清須市行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関

する条例の一部を改正する条例案につきまして、賛成の立場から討論をいたします。 

 今回の改正は、９月１日のデジタル庁設置に伴う関係法令の整備において、市条例の２本の一

部改正を行うものです。この影響となったデジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関

する法律の追加条項の内容は、転職時において本人の同意が得られれば使用者間での特定個人情

報の提供ができるというものです。 

 具体的に言えば、今までは本人が退職した会社から、また役所から書類を取り寄せ、新たに書

類を作成するなど、大変な労力が必要でしたが、この改正により転職時に会社同士の情報のやり
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取りによって完結することができます。今後は、これだけでなく、市民の行う様々な手続におい

て書類が省略でき、オンライン上での手続により利便性・公平性のアップにつながります。 

 市民においては、このコロナ禍の中、昨年の定額給付金の申請や、また最近ではワクチン接種

予約でのトラブルなど、行政のデジタル化の遅れや未熟さが招いた様々な混乱に直面しました。

また、小中学校においてはオンライン授業が待ったなしで、タブレット端末機器の早期導入・使

用が喫緊の課題となっております。このような事態により、日本のデジタル化が先進国に遅れを

取っていることも露呈をされました。 

 世界の流れを見ても、デジタル化を推進しないということは市民の不利益につながるものとい

わざるを得ません。 

 また、改正戸籍法により、２０２４年からは戸籍謄本・抄本などがどの自治体からでも取得可

能になるなど、ワンストップ化により市民サービスの向上につながることもデジタル化の恩恵だ

と確信をいたします。 

 こうした状況から、マイナンバーカードの交付率も高く、昨年３月では清須市として１２．

６％でしたが、この８月末では３８．１％と約３倍の増加で、市民の関心の高さと必要性が如実

に表れています。今後も健康保険証や免許証など様々な証明カードを結合していくなど、デジタ

ル化は加速していくと思います。コロナ禍をきっかけに、ようやく動き出したこの流れを決して

止めることがあってはなりません。 

 以上のことから、この議案の賛成討論といたします。 

議  長（八木 勝之君） 

 以上で、討論を終結いたします。 

 採決に入ります。 

 議案第３７号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 多 数 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第８、議案第３８号 清須市税条例の一部を改正する条例案を議題といたします。 

 採決に入ります。 

 議案第３８号に賛成の方の起立を求めます。 
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＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第９、議案第３９号 清須市子ども医療費支給条例の一部を改正する条例案を議題といた

します。 

 採決に入ります。 

 議案第３９号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第１０、議案第４０号 令和２年度清須市水道事業未処分利益剰余金の処分についてを議

題といたします。 

 採決に入ります。 

 議案第４０号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第１１、議案第４１号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第６号）案を議題といたし

ます。 

 採決に入ります。 

 議案第４１号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第１２、議案第４２号 令和３年度清須市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）案を
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議題といたします。 

 採決に入ります。 

 議案第４２号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第１３、議案第４３号 令和３年度清須市介護保険特別会計補正予算（第１号）案を議題

といたします。 

 採決に入ります。 

 議案第４３号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第１４、議案第４４号 令和３年度清須市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案

を議題といたします。 

 採決に入ります。 

 議案第４４号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第１５、発議第１号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及

び拡充を求める意見書（案）を議題といたします。 

 採決に入ります。 

 発議第１号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 
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 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、追加日程第１、議案第４５号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第７号）案を議題

といたします。 

 市長より提案理由の説明を求めます。 

 永田市長。 

＜ 市  長（永田 純夫君）登壇 ＞ 

市  長（永田 純夫君） 

 それでは、本日追加提案いたしました案件につきまして、提案理由を御説明申し上げます。 

 議案第４５号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第７号）（案）につきましては、新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、飲食店をはじめとする接客を伴う事業者

に対して、感染症対策強化の取組に応じた奨励金の支給や補助金の交付を行う他、８月の大雨に

より冠水し、土砂等が堆積した庄内川河川敷緑地の復旧を図るため所要の補正を行うものでござ

います。 

 補正額は９千６８１万３千円を追加し、予算の総額は２９２億８千１万５千円となります。 

 詳細につきましては担当から説明させますので、十分御審議の上、御賛同賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

議  長（八木 勝之君） 

 それでは、追加日程第１、議案第４５号について、総務部長より内容の説明を求めます。 

 岩田総務部長。 

＜ 総務部長（岩田 喜一君）登壇 ＞ 

総務部長（岩田 喜一君） 

 総務部長、岩田です。 

 議案第４５号について御説明します。 

 本日追加上程しました令和３年度一般会計補正予算書及び説明書の１ページを御覧ください。 

 議案第４５号 

 令和３年度清須市一般会計補正予算（第７号） 

 令和３年度清須市の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

 第１条 歳入歳出予算の補正です。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９千６８１万３千
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円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２９２億８千１万５千円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和３年９月２４日提出 

 清須市長 永田純夫 

 １枚はねていただきまして、２ページを御覧ください。 

 第１表 歳入歳出予算補正です。 

 まず、歳入です。 

 １５款国庫支出金、補正額４千８０６万５千円の増額、２項国庫補助金です。 

 １９款繰入金、補正額４千８７４万８千円の増額、２項基金繰入金です。 

 右側の３ページは歳出です。 

 ７款商工費、補正額７千３５４万２千円の増額、１項商工費です。 

 ８款土木費、補正額２千３２７万１千円の増額、４項都市計画費です。 

 １枚はねていただきますと、色紙で補正予算に関する説明書になります。 

 あと、３枚はねていただきまして、８ページ、９ページを御覧ください。 

 まず、歳入です。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、補正額４千８０６万５千円の増

額、１節総務管理費補助金です。 

 説明欄を御覧いただきまして、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金です。この

後、歳出で説明する清須市独自事業の新型コロナウイルス感染症対策事業者支援費に充当する特

定財源です。 

 次に、１９款繰入金、２項基金繰入金、１目基金繰入金、補正額４千８７４万８千円の増額、

１節基金繰入金です。 

 説明欄を御覧いただきまして、財政調整基金繰入金です。第７号補正後の財政調整基金の現在

高は２３億１千９９７万８千円となります。 

 １枚はねていただきまして、１０ページ、１１ページを御覧ください。 

 歳出です。 

 ７款商工費、１項商工費、２目商工業振興費、補正額７千３５４万２千円の増額、７節報償費

から１８節負担金、補助及び交付金です。 
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 説明欄を御覧いただきまして、清須市独自事業、新型コロナウイルス感染症対策事業者支援費

の新規計上です。実施する事業は３つで、歳入で御説明をしました新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金を活用します。 

 １つ目は、あいスタ認証取得戸別訪問支援費です。あいスタ認証とは、飲食店の感染症対策に

対する愛知県独自の第三者認証制度「ニューあいちスタンダード認証制度」の略称で、店舗が一

つ星から三つ星を取得することで感染症対策を実施している店舗に認証されるという制度です。

この認証制度は、将来的に協力金の申請要件に追加される予定となっているため、市内の飲食店

舗を戸別訪問し、あいスタ認証の制度の説明と取得の奨励を行います。 

 ２つ目は、あいスタ認証３つ星取得奨励金です。 

 あいスタ認証の最高ランク３つ星を取得した市内の飲食店舗に対し、１０万円から３０万円の

奨励金を交付するものです。 

 ３つ目は、接客形態事業者感染症対策強化支援補助金です。 

 市内の飲食店をはじめとする接客を伴う店舗等に対し、感染症対策に係る物品の購入や店舗設

備の改修に対し、最大５０万円を支援するものです。 

 次に、８款土木費、４項都市計画費、７目公園費、補正額２千３２７万１千円の増額、１２節

委託料と１４節工事請負費です。 

 説明欄を御覧いただきまして、都市公園整備費です。８月１３日から１４日にかけての大雨の

影響により、庄内川河川敷の緑地が冠水し土砂等が堆積したため、廃棄物の撤去やグラウンドの

復旧を行い、公共施設の機能回復を図るものです。 

 議案第４５号の説明は以上です。 

議  長（八木 勝之君） 

 これより、質疑、討論を受けますが、議員の質疑及び当局の答弁は挙手をし、議長の許可を得

てから自席で議席番号と名前、役職名を述べてからそれぞれ行ってください。 

 また、討論については挙手をし、議長の許可を受けた後、発言席でお願いいたします。 

 それでは、追加日程第１、議案第４５号について質疑を受けます。 

 質疑のある方の挙手を求めます。 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 議席番号１３番、加藤です。 
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 土木費、７目の公園費についてお聞きします。 

 災害だと私は思うわけですけれども、今回の中身を見ると一般財源ということでありますが、

これは災害に当たらないのかどうかお聞きします。 

議  長（八木 勝之君） 

 長谷川次長。 

建設部次長兼都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川です。 

 こちらは台風とかというものではございませんので、一般会計のほうからの支出ということで

やらせていただいております。 

 以上です。 

議  長（八木 勝之君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 一般財源ということで今回２千３００万円上げられております。災害発生のいろいろ補助の項

目を見るとですね、被害状況等に応じて様々な例えば環境省との協議とかいろいろな部分があっ

て、洪水というところはですね、台風とか言われたわけですけれども、河川にあたっては警戒水

位という項目もあるわけですよね。やはり、また台風も来てますので、結構大きな金額になって

くる。財源が必要になるわけでありますので、できるだけいろんなそういう財源の問題について、

使えるものは私は使ったほうがいいと思うわけです。 

 台風じゃないからと言われたわけですが、災害の原因として、降雨・暴風・洪水・地震、いろ

いろ分かれておりますので、一度ぜひですね、今後もありますので、調べていただきたいという

ことを求めます。 

 以上です。 

議  長（八木 勝之君） 

 答弁はよろしいですか。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 はい、いいです。 

議  長（八木 勝之君） 

 他によろしいですか。 
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（ 「なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 これで質疑を終了いたします。 

 討論に入ります。 

 最初に、反対討論のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 続いて、賛成討論のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 これで討論を終結いたします。 

 採決に入ります。 

 議案第４５号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、追加日程第２、発議第２号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実

を求める意見書（案）を議題といたします。 

 提出者であります久野議員より、提案理由及び内容の説明を求めます。 

 久野議員。 

＜ １８番議員（久野 茂君）登壇 ＞ 

１８番議員（久野 茂君） 

 議席１８番、久野 茂でございます。 

 発議第２号の意見書（案）の内容について説明させていただきます。 

 発議第２号 

 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書（案） 

 このことについて、別紙のとおり、意見書を提出するものとする。 

 令和３年９月２４日提出 
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 提出者 清須市議会議員 久野 茂 

 賛成者 清須市議会議員 天野武藏、白井 章、高橋哲生、加藤光則、飛永勝次、下堂薗 稔、

冨田雄二 

 意見書（案）を朗読し、提案理由の説明とさせていただきます。 

 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書（案） 

 新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、地方財政は来年

度においても引き続き巨額の財源不足は避けられない厳しい状況に直面している。地方自治体で

は、コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化対策などの喫緊

の課題に迫られている他、医療介護、子育てをはじめとした社会保障関係経費の公共施設の老朽

化対策費など、将来に向け増嵩する財政需要に見合う財源が求められる。その財源確保のため、

地方税制の充実確保が強く望まれる。 

 よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう強

く要望する。 

 １．令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針

２０２１」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保す

るとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が毎年度増大している現状を踏まえ、

他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう十分な総額を確保すること。 

 ２．固定資産税は市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、家

屋・償却資産を含め断じて行わないこと、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経

済対策として講じた措置は、本来、国庫補助金などにより、国の責任において対応すべきもので

ある。よって、現行の特例措置は今回限りとし、期限の到来を持って確実に終了すること。 

 ３．令和３年度税制改正において、土地に係る固定資産税について講じた課税標準額を令和

２年度と同額とする負担調整措置については令和３年度限りとすること。 

 ４．令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の

延長について、さらなる延長は断じて行わないこと。 

 ５．炭素に係る税を創設または拡充する場合には、その一部を地方税または地方譲与税として

地方に税源配分すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 

 令和３年○○月○○日 
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 清須市議会 

 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、

経済再生担当大臣 宛 

 以上でございます。 

 議員各位におかれましては慎重に御審議の上、発議第４号につきまして御賛同いただきますよ

う、よろしくお願いいたします。 

 以上で説明を終わります。 

議  長（八木 勝之君） 

 これより、質疑、討論を受けますが、議員の質疑は挙手をし、議長の許可を得てから自席で議

席番号と名前、役職名を述べてからそれぞれ行ってください。 

 また、討論については挙手をし、議長の許可を受けた後、発言席でお願いいたします。 

 これより、質疑を受けます。 

 質疑のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 これで質問を終了いたします。 

 久野議員、御苦労さまでございました。自席へお戻りください。 

 討論に入ります。 

 まず、反対討論のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 次に、賛成討論のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 これで討論を終結いたします。 

 採決に入ります。 

 発議第２号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 
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 起立全員であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 

 次に、追加日程第３、発議第３号 清須市議会会議規則の一部を改正する規則案を議題といた

します。 

 提出者であります下堂薗議員より、提案理由及び内容の説明を求めます。 

 説明は発言席でお願いいたします。 

 下堂薗議員。 

＜ ４番議員（下堂薗 稔君）登壇 ＞ 

４番議員（下堂薗 稔君） 

 議席４番、下堂薗 稔でございます。 

 発議第３号の内容について説明させていただきます。 

 発議第３号 

 清須市議会会議規則の一部を改正する規則案 

 上記の議案を提出する。 

 令和３年９月２４日提出 

 提出者 清須市議会議員 下堂薗 稔 

 賛成者 清須市議会議員 天野武藏、久野 茂、白井 章、高橋哲生、加藤光則、飛永勝次、

冨田雄二 

 提案理由を申し上げます。 

 この案を提出するのは、女性をはじめとする多様な人材の市議会への参画を促進するための環

境整備及び請願に係る署名押印の見直しを図るため、所要の規定を整備する必要があるからでご

ざいます。 

 １枚はねていただきまして、改正の主な内容を説明いたします。 

 本会議に係る第２条及び委員会に係る第８３条では、欠席の事由を「事故」と規定しているも

のを「公務、疾病、育児、看護、配偶者の出産補助その他やむを得ない事由」として、第２項で

は、議員の出産に関する規定を設けるものです。 

 第１２８条では、請願者に求めています「署名押印」を「署名または記名押印」に改めるもの

です。 

 また、これに併せて、請願者が法人の場合の条文について、既定の整備を行うものでございま
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す。 

 附則 この規則は、公布の日から施行するものでございます。 

 議員各位におかれましては慎重に御審議の上、御賛同賜りますようお願いいたします。 

 以上で説明を終わります。 

議  長（八木 勝之君） 

 これより、質疑、討論を受けますが、議員の質疑は挙手をし、議長の許可を得てから自席で議

席番号と名前を述べてから行ってください。 

 また、討論については挙手をし、議長の許可を受けた後、発言席でお願いいたします。 

 これより質疑を受けます。 

 質疑のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 これで質疑を終了いたします。 

 下堂薗議員、御苦労さまでございました。 

 討論に入ります。 

 まず、反対討論のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 続いて、賛成討論のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 これで討論を終結いたします。 

 採決に入ります。 

 発議第３号に賛成の方の起立を求めます。 

＜ 起 立 全 員 ＞ 

議  長（八木 勝之君） 

 起立全員であります。 

 よって、本案は可決いたしました。 

 追加日程第４、常任委員会の閉会中の継続審査申出書を議題といたします。 
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 お諮りいたします。 

 各常任委員会の委員長より、各所管事務の調査について、会議規則第１０３条の規定により、

閉会中も引き続き調査したい旨の申出がありました。 

 このことについて、各常任委員長の申出のとおり、議会閉会中の継続審査に付することに御異

議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 異議なしと認めます。 

 よって、各常任委員長の申出のとおり、閉会中の継続審査に付することに決定いたします。 

 追加日程第５、議会運営委員会の閉会中の継続審査申出書を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 議会運営委員長より、議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項について、会議規則

第１０３条の規定により、閉会中も引き続き調査したい旨の申出がありました。 

 このことについて、議会運営委員長の申出のとおり、議会閉会中の継続審査に付することに御

異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

議  長（八木 勝之君） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議会運営委員長の申出のとおり、閉会中の継続審査に付することに決定いたします。 

 以上で、本日の会議日程は全て終了いたしました。 

 これをもちまして、令和３年９月清須市議会定例会を閉会といたします。 

 長期間にわたり御審議いただき、大変御苦労さまでございました。 

 

（ 時に午前１１時３２分 閉会 ） 
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